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だいがくのたから

大
学
が
所
有
す
る
心
的
、
物
的
な
宝

　

和
光
大
学
で
は
、
１
９
６
６
年
４
月
の
開
学
以
来
、「
入
学
式
」
で
は
な
く
、「
入
学
登
録
」
を
行
っ
て

い
る
。
入
学
の
初
日
、
新
入
生
一
人
ひ
と
り
が
教
員
の
前
に
立
ち
、「
入
学
登
録
簿
」
に
自
署
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
前
段
に
、
学
長
、
学
部
長
に
よ
る
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
学
で
の
学
び
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
こ
の
日
の
主
役
は
新
入
生
、
メ
イ
ン
は
署
名
だ
。
新
入
生
は
、

自
筆
で
名
を
記
す
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
主
体
的
に
自
ら
が
大
学
で
学
ぶ
意
義
を
確
認
し
、「
こ
れ
か
ら

私
は
和
光
大
学
で
学
び
ま
す
」
と
い
う
意
志
を
表
明
す
る
。

　

12
世
紀
の
末
ご
ろ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
や
パ
リ
で
は
、
町
の
あ
ち
こ
ち
に
著
名
な
学
者
が
居
住
し
て
講
義
を

開
い
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
め
い
め
い
が
自
分
の
学
び
た
い
と
思
う
学
者
の
元
に
自
由
に
集
ま
り
、
話
を

聞
き
、
学
ん
で
は
自
由
に
去
っ
て
行
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
卒
業
、
単
位
制
度
、
試
験
な
ど
は
無
く
、

学
生
た
ち
は
自
分
が
聞
き
た
い
だ
け
講
義
を
聞
い
て
、
も
う
聞
く
必
要
を
感
じ
る
講
義
が
無
く
な
れ
ば
、

学
習
を
打
ち
切
っ
て
町
を
去
り
、
職
に
就
い
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
本
学
の
初
代
学
長
の
梅
根
悟
は
、
こ

れ
こ
そ
大
学
の
原
点
、
自
由
な
学
習
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
、「
学
生
の
主
体
的
な
学
ぶ
意
志
を
確
認
す

る
」
と
い
う
意
味
を
、
こ
の
「
入
学
登
録
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
た
。

　

和
光
大
学
で
は
「
卒
業
式
」
と
い
う
言
葉
も
使
わ
な
い
。
入
学
式
や
卒
業
式
と
い
う
形
式
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
由
な
学
び
こ
そ
、大
学
が「
自
由
な
研
究
と
学
習
の
共
同
体
」で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
度
、
和
光
大
学
は
開
学
50
周
年
を
迎
え
る
。
入
学
者
総
数
は
４
万
名
を
超
え
た
。
そ
の
一

人
ひ
と
り
が
「
自
由
な
研
究
と
学
習
の
共
同
体
」
で
学
ぶ
決
意
を
記
し
た
「
入
学
登
録
簿
」
は
、
本
学
に

永
久
保
存
さ
れ
て
い
る
。
若
い
学
生
た
ち
の
和
光
大
学
へ
の
思
い
、
決
意
、
期
待
が
詰
ま
っ
た
「
入
学
登

録
簿
」
こ
そ
、
和
光
大
学
の
宝
で
あ
る
。

和光大学



　京都産業大学神山天文台は、本学の『建学の精神』
を具現化するシンボルとして2010年に開設されまし
た。創設者であり宇宙物理学 ・天文学者であった荒
木俊馬にちなみ「荒木望遠鏡」と命名された、国内
私立大学では最大の口径1.3ｍを誇る天体望遠鏡を設
置しています。
　神山天文台では学部教育 ・共通教育 ・大学院教育
をはじめ、学生、教職員、研究員、企業など多様な
人材が協働して観測装置開発を行うとともに、これ
らを活用した世界第一級の天文学研究を実践し、数
多くの科学的成果をあげています。
　また、天体観望会、天文学講座、施設見学など、年
間を通して広く地域の方に宇宙に触れる機会を提供
し、そこでは学生が主体的に活動をしています。こ
れからも、神山天文台は「社会に貢献できる人づく
り」「産学協働のものづくり」を推進していきます。

〈表紙写真〉

「人づくり」と「ものづくり」を行う神山天文台





多 様 な 学 び の 環 境

ファシリテータとなり新入生の学習活動をサポートする先輩学生
〔学ファシ〕

グローバルビレッジ(仮)は新たな国際交流の場として期待が大きい

学生が主体的に集まり議論。互いに刺激を与え合う

　2,000人を超える新入生が受講する「自
己発見と大学生活」は、学生自身が大学
生活を自ら創造する契機となる全学部横
断型の共通教育科目です。主体性を前提と
した大学での学びを体験的に理解し、学生
生活の方針を受講生自身が見出し、日々
の活動につなげます。
　授業はアクティブ・ラーニング型で実施さ
れ、ペアやグループで議論や創作活動を行
います。授業を先輩学生・教員・職員の三
者で運営するのが特徴で、「学生ファシリテータ（通称：学ファシ）」として54人の先輩学生
が授業運営に参画し、新入生が大学生としての態度や志向性を学ぶ場にもなっています。

　平成28年4月には図書館、雄飛館に続く新
たな学習空間「グローバルビレッジ（仮）」を開
設。英語学習や文化交流の場としての「共創
空間」が広がります。

　雄飛館ラーニングコモンズは、
学生同士が刺激を与え合いながら
共に学び、共に創る「共創空間」を
コンセプトとし、学生の主体的な学
びを促進するなど、社会的に必要な
能力を養う場として展開しています。
また、ICT機器や学びの人的支援を
充実させており、ライティングサポート
やプレゼンテーションの助言なども
行っています。

教 職 学 協 働 の 初 年 次 教 育

地 域 性 を 生 か し た 学 び

　日本三大祭りのひとつである祇園祭の運営に参加
する「京都文化フィールド演習」、世界遺産上賀茂神社の
『観月祭』の企画・運営、東山での「おもてなし」、嵯峨嵐山
の活性化のほか、地域の課題解決に取り組むPBL 型授
業やフィールドワークなど、国際観光都市である古都京
都の地域性を生かした学びを実践しています。　　

若手社員がリーダーとなり学生と協力して、課題の解決や提案を行う

学生が伝統ある祇園祭の函谷鉾チームの一員として運営に参加するユニークな取り組み

実社会で働きながら学ぶ「むすびわざコーオププログラム」

先 進 的 な
キ ャ リ ア 教 育

　キャリア形成支援として、先進的な産学協働
教育を展開しています。
　企業の若手社員と学生がチームを形成し、課

題に取り組む人材育成プログラム「企業人と学生のハイブリッド」は、学生の成長だ
けでなく若手社員の育成にもつながると企業から高い評価を得ています。
　他にも、協力企業等で 16 週間の長期有給インターンシップを核に、共通教育科目
と学部専門科目を融合させ、実社会で通用する力を育成する三年間一貫型教育「むす
びわざコーオププログラム」を開発。長期インターンシップ期間のみならず、年間を
通して学生と企業の交流機会があることが大きな特徴です。
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グローバルビレッジ(仮)は新たな国際交流の場として期待が大きい

学生が主体的に集まり議論。互いに刺激を与え合う

　2,000人を超える新入生が受講する「自
己発見と大学生活」は、学生自身が大学
生活を自ら創造する契機となる全学部横
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成 果 を 世 界 に 発 信
国 内 私 立 大 学 第 1 位

充 実 の 環 境 と 支 援

ダ イ バ ー シ テ ィ

　 学術雑誌「ネイチャー」が発信している『Nature Index 』
(2014年 4月1日～2015年 3月31日) において「ネイチャー」と

「サイエンス」に 掲 載 された論文 数（6 本 ）が　 、国内私立
大 学 第 1 位になりまし た。
※ N a t u r e  I n d e x の 論 文 カ ウ ン ト 方 法
　 A r t i c l e  C o u n t（ AC ）：共著機関または共 著 国 全 て に 対 し て 1 論 文 を 1 と 数 える 計 算 方 法

　個人の研究活動のほか、一 拠 点 総 合 大 学
の 利 点 を 生かした学 部 横 断的 な 研 究 や、学
内外の研 究者との共 同研 究 を推進・支援して
います。鳥インフルエンザ研究センターは、
国を超えて地球規模で発生する国際的な病
気 の 撲 滅 を 目 指 し た 研 究 と 、産 学 連 携 で

「防疫バッグ」や「マスク」の 開 発 な ど 鳥 イ
ンフルエン ザに苦しむ世界の人々のための
研究を続け ています。また、実 際 に 住 む こ
とができる実験住宅では、天井にメールの
着信や来客、家事の優先順位などの情報が
アニメーションで投影されるシステムを含
めて、スマートな「 近 未 来の家を創 る」研 究
を 行 っ て い ま す。

実 験 住 宅「Ξ H o m e（くすぃー ほーむ）」の
『 ス マート天 井 通 知 システム 』

　「ダイバ ーシティ推 進室」を設置し、
研 究 支 援 か ら 育 成 、啓 発 活 動 まで
網羅する女性研究者支援に 取り組ん
でいます。国際的なスタンダード で
あるダイバーシティ（多様性）を 認
め る 社 会 、特 に 女 性 が 生 き 生 き と
学び働ける社会の実現を目指し、女性
の可能性を拓く支援を推進しています。

多 様 な 人 材 が 励 ま し あ っ て 研 究 成 果 に 繋 が る



　
学
祖
の
大
学
創
立
の
「
思
い
」
は
「
建
学
の
精
神
」
に
不

変
の
理
念
と
し
て
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
理
念
は
、

変
化
す
る
社
会
の
中
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
変
化
す
る
た

め
の
評
価
軸
と
な
っ
て
い
る
。
今
、
学
生
は
多
岐
に
わ
た
る

価
値
観
を
持
ち
つ
つ
、
変
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に

努
力
し
て
い
る
。
学
生
諸
君
が
確
固
た
る
判
断
を
す
る
た
め

に
は
、
確
固
た
る
評
価
軸
が
必
要
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
大
学

は
、
そ
の
変
化
へ
の
対
応
に
信
念
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
彼

ら
の
評
価
軸
に
な
る
た
め
の
努
力
を
、
今
後
も
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

創
立
50
周
年
を
迎
え
て

大
城 

光
正
●
京
都
産
業
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

２
０
４
０
年
ま
で
に
若
年
女
性
（
20
歳
か
ら
39
歳
）
が
８

９
６
市
町
村
で
半
減
す
る
と
、
日
本
創
成
会
議
が
２
０
１
４

年
６
月
に
公
表
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
若
年
女
性
に

焦
点
を
当
て
、
市
区
町
村
ご
と
に
人
口
減
少
率
を
出
し
た
か

ら
で
あ
る
。
人
口
減
少
問
題
は
２
０
０
０
年
前
後
に
も
話
題

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
は
ま
だ
環
境
へ
の

負
荷
が
減
る
と
か
、
人
口
減
少
国
家
こ
そ
21
世
紀
の
先
進
国

と
い
っ
た
人
口
減
少
肯
定
論
も
あ
っ
た
。
さ
す
が
に
今
回
は
、

こ
の
よ
う
な
意
見
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。

安
倍
政
権
に
お
け
る
地
方
創
生

　

２
０
１
４
年
９
月
に
安
倍
首
相
は
所
信
表
明
演
説
に
お
い

て
主
要
な
政
策
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
「
地
方
創
生
」
を
掲

げ
、「
ま
ち・

ひ
と・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
た
。
国

は
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
２
０
６
０
年
に
１
億
人
程
度
の
人

口
を
確
保
す
る
展
望
を
示
す
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県・

市

町
村
に
お
い
て
も
中
長
期
の
人
口
の
推
計
と
将
来
展
望
を
求

め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
に

４
つ
の
基
本
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。「
①
地
方
に
お
け
る

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る　

②
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の

流
れ
を
つ
く
る　

③
若
い
世
代
の
結
婚・

出
産・

子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る　

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安

心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す

る
」。
な
お
、
大
学
、
特
に
地
方
の
大
学
に
は
②
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

地
方
か
ら
の
人
口
流
出
、
と
く
に
人
口
の
東
京
一
極
集
中

は
、
大
学
な
ど
へ
の
進
学
時
と
卒
業
後
の
最
初
の
就
職
時
と

い
う
２
つ
の
時
点
に
起
き
る
と
捉
え
、
学
生
が
地
域
に
残
る

市
川 

太
一
●
広
島
修
道
大
学
学
長

人
口
減
少
時
代
の
地
方
中
核
私
大
の
ジ
レ
ン
マ
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た
め
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し

て
い
る
。
具
体
策
と
し
て
、「
よ
り
多
く
の
地
方
の
若
者
が
地

方
大
学
な
ど
へ
進
学
、
地
方
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
よ
り
多

く
の
若
者
が
就
職
時
に
地
元
企
業
な
ど
を
選
択
。
都
市
部
の

大
学
な
ど
に
進
学
し
た
若
者
も
就
職
時
に
地
方
へ
環
流
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

「
地
方
公
共
団
体
と
地
元
産
業
界
が
協
力
し
、
学
生
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
す
る
た
め
の
基
金
を
造
成
、
地
方
公
共
団
体
と

大
学
な
ど
が
具
体
的
な
数
値
目
標
（
例
え
ば
県
内
就
職
率
○
％

ア
ッ
プ
）
を
掲
げ
た
「
協
定
」
を
締
結
し
、
連
携
し
て
雇
用

創
出・

若
者
定
着
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
」
と
い
う
内
容

に
な
っ
て
い
る＊。

　

人
口
減
少
問
題
が
、
先
に
挙
げ
ら
れ
た
手
段
に
よ
っ
て
解

決
可
能
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
懸
念
は
あ
る
。
つ
ま
り
地
方

の
大
学
に
進
学
す
る
学
生
に
無
利
子
で
貸
与
さ
れ
る
奨
学
金

制
度
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
た

め
の
教
育
の
実
施
に
よ
っ
て
高
校
生
は
地
方
大
学
へ
進
学
す

る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
魅
力
あ
る
雇
用
が
少
な
い
と

い
う
問
題
が
中
小
企
業
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
大
都
市
圏
、
な
か
ん

ず
く
東
京
圏
の
大
学
な
ど
に
お
け
る
入
学
定
員
超
過
の
適
正

化
が
行
な
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

＊�

『
文
部
科
学
省
に
お
け
る
主
な
地
方
創
生
の
取
組
』（
４
月
３

日
地
方
創
生
に
関
す
る
説
明
会
配
布
文
書
）。
詳
し
く
は
「
付

属
文
書　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
個
別
施
策
工
程
表
）」（『
ま

ち・

ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
』
平
成
26
年

12
月
27
日
閣
議
決
定
）
を
参
照
。

地
方
中
核
私
大
の
学
生
は
地
元
に
就
職
す
る
の
か

　

広
島
修
道
大
学
は
学
生
数
お
よ
そ
６
０
０
０
名
、
中
国
地

方
の
私
大
の
中
で
は
最
も
学
生
数
が
多
い
。
ト
ッ
プ
で
も
中

堅
で
も
、
企
業
で
も
公
務
員
で
も
、
広
島
を
中
心
と
し
た
地

域
で
広
島
修
道
大
学
の
卒
業
生
が
多
く
働
い
て
い
る
。
本
学

は
広
島
を
中
心
と
す
る
地
域
に
お
い
て
も
っ
と
も
貢
献
し
て

い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

　

毎
年
お
よ
そ
１
０
０
０
名
の
卒
業
生
が
就
職
す
る
。
過
去

10
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
本
学
の
学
生
の
80
％
は
広
島
県
の

出
身
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
57
％
し
か
広
島
県
内
に
本

社
の
あ
る
企
業
に
就
職
し
な
い
。
本
社
が
関
東・

関
西
に
あ

る
企
業
に
は
27
％
、
広
島
を
除
く
中
国
地
方
に
は
９
％
、
四

国・
九
州
地
方
に
は
６
％
が
就
職
し
て
い
る
。
広
島
県
出
身

に
も
か
か
わ
ら
ず
関
東・

関
西
地
域
に
出
て
い
く
の
は
、
学

生
の
希
望
す
る
業
種
が
広
島
に
な
い
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

11 大学時報　2015.7



　

関
東・

関
西
に
就
職
し
た
比
率
を
過
去
10
年
ま
で
遡
っ
て

み
る
と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
２
０
０
８
年
度
に
は

34
％
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
９
年
度
に
は
21・

６
％
に
激
減
。

そ
の
後
も
減
少
が
続
く
が
、
２
０
１
４
年
度
に
は
24
％
に
ま

で
回
復
し
て
い
る
。
１
９
８
０
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
時
に
も
類
似
し
た
傾
向
が
あ
っ
た
。
本
社
が
東
京・

大
阪
に
あ
る
企
業
で
も
広
島
に
配
属
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
統
計
は
割
り
引
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
東
京・

大
阪
に
本
社
が
あ
る
企
業
の
女
性
比
率
（
10

年
間
の
統
計
）
は
48
％
。
東
京・
大
阪
に
出
て
い
く
比
率
は

本
学
の
女
子
学
生
比
率
は
42
％
だ
か
ら
、
女
子
の
方
が
男
子

よ
り
も
高
い
。

　

地
元
就
職
率
を
高
め
る
と
い
う
目
標
で
あ
る
が
、
こ
の
目

標
の
達
成
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
の
も
っ
と
も
大
き
な
理

由
は
、
広
島
に
本
社
が
あ
る
企
業
に
就
職
し
て
も
、
一
定
規

模
の
企
業
に
な
れ
ば
、
国
内
外
の
転
勤
も
あ
る
。
本
学
の
中

部
同
窓
会
に
出
席
し
た
時
、
本
社
が
広
島
の
企
業
で
働
い
て

い
る
卒
業
生
か
ら
、
転
勤
で
ず
っ
と
名
古
屋
に
い
る
の
で
、

子
供
は
広
島
に
は
縁
が
な
く
、
定
年
を
迎
え
た
と
し
て
も
、

広
島
に
帰
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
墓
を
ど
う
し
よ
う
か
と

悩
ん
で
い
る
と
い
っ
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
同
じ
よ

う
な
話
は
、
他
の
地
域
の
卒
業
生
か
ら
も
聞
く
。

地
元
へ
の
就
職
支
援・

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む

　

本
学
は
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
な
ど
で
就
職
活
動
を
行
う

学
生
の
た
め
に
交
通
費
の
補
助
を
し
て
い
る
。
か
な
り
の
金

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
学
生
の
経
済
的
な
支
援
と
い
う
観
点

か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
学
が
「
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材

の
育
成
」
を
設
置
の
理
念
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
状
の
よ
う
に
大
都
市
圏
へ
の
就
活
だ
け
に
補
助
を
す
る
と

い
う
の
は
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
を
昨
年
の
「
若

年
女
性
半
減
」
の
報
道
以
降
持
っ
た
。
そ
こ
で
、
関
東
関
西

な
ど
大
都
市
圏
以
外
で
も
支
援
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地

で
の
就
職
活
動
も
支
援
し
、
大
都
市
以
外
の
各
地
域
の
企
業

訪
問
も
今
ま
で
以
上
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
、
今
年

度
か
ら
地
方
入
試
を
実
施
し
て
い
る
都
市
で
の
就
活
の
た
め

の
交
通
費
補
助
を
始
め
た
。
広
島
の
大
学
だ
か
ら
広
島
に
あ

る
企
業
へ
の
就
職
を
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
山
口
や
島
根
、

愛
媛
県
な
ど
の
出
身
地
へ
帰
る
学
生
を
支
援
す
る
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
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設
置
の
理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
２
０
１
０
年
度
か

ら
、
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
地
域
住
民
や
行
政
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
そ
の
解
決
策
の
提
案
を
目
的
と
し
た
「
地
域

つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
た
。
２
０
１
３
年
度
に

は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
よ
る
ひ
ろ
し
ま
未
来
協

創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
文
部
科
学
省
「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」
に
も
採
択
さ
れ
た
。

「
地
域
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

質
的
に
も
向
上
し
、
チ
ー
ム
数
も
毎
年
10
を
超
え
る
。
こ
の

中
の
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
山

陰・

山
陽
ス
マ
ー
ト
観
光
の
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
リ
ッ
チ
化

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
２
０
１
５
年
６
月
１
日
、
総
務

省
中
国
総
合
通
信
局・

中
国
情
報
通
信
懇
談
会
主
催
に
よ
る

「
平
成
27
年
度
電
波
の
日・

情
報
通
信
月
間
」
記
念
式
典
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
た
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
人
材
、
地
域
の
課
題
か
ら
新
し
い
価
値
を
創
造
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

も
設
置
し
た
。
１
年
生
と
２
年
生
を
合
わ
せ
、
前
期
ま
で
で

３
６
９
名
の
学
生
が
、
こ
の
コ
ー
ス
に
登
録
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

人
口
減
少
問
題
は
、
政
府
が
解
決
の
た
め
の
４
つ
の
基
本

目
標
を
設
定
し
て
い
る
よ
う
に
複
合
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
な
す
べ
き
こ
と
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。
企
業
は
、「
若
い
世
代
の
結
婚・

出
産・

子
育
て
」
が
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。
職

業
の
選
択
は
学
生
自
身
が
考
え
る
と
し
な
が
ら
も
、
学
生
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
を
考
え
、
地
方
の
企
業
を
も
っ
と

知
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。
地
方
に
住
む
の

だ
か
ら
、
そ
の
地
域
の
こ
と
だ
け
を
知
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と

い
う
時
代
で
は
な
い
。
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
特
徴
は
、

地
球
の
隅
々
ま
で
そ
の
影
響
が
及
ぶ
か
ら
で
あ
る
。

　

本
学
は
国
際
交
流
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
28
大
学

と
交
流
協
定
を
結
び
、
２
０
１
４
年
度
に
は
海
外
へ
２
３
０

名
の
学
生
を
送
り
出
し
、
１
５
２
名
の
留
学
生
を
迎
え
入
れ

て
い
る
。
卒
業
生
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
て
地
域
で

働
い
て
欲
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
半
年・

１
年
の
海
外
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
学
生
が
、
東
京・

大
阪
に
本
社
の
あ
る
企

業
な
ど
に
勤
め
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
地
方
大
学
の

ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
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